
粋 勇
壮
に
舞
う

　長
い
槍
を
持
つ
お
目
付
け
奴
を

先
頭
に
、
掛
け
声
を
出
さ
ず
に
静

か
に
進
む
小
方
奴
。
一
つ
一
つ
の

仕
草
に
緊
張
感
が
伝
わ
る
。

　威
勢
の
良
い
掛
け
声
を
ま
ち
に
響

か
せ
な
が
ら
進
む
玖
波
奴
。
豪
快
な

振
り
込
み
や
槍
さ
ば
き
が
多
く
の
見

物
客
を
魅
了
し
た
。

大竹の秋を彩る「祭り」。

五穀豊穣や家族の安全を願い、感謝する習わしとして

古くから受け継がれてきた。

時代の流れのなかで少しずつ形を変えてきた祭り。

それでも常に、人は「祭り」に心躍らせる。

三
者
三
様

〜
奴
行
列
〜

や
っ
こ

大竹奴

玖波奴

小方奴

　小
方
・
玖
波
・
大
竹
の
秋
祭
り
は
、
い

ず
れ
も
勇
壮
な
奴
行
列
が
ま
ち
を
練
り
歩

く
。　こ

れ
は
、
江
戸
時
代
の
大
名
行
列
や
参

勤
交
代
の
と
き
に
、
武
器
や
武
具
を
兵
員

と
と
も
に
携
行
さ
せ
て
い
た
こ
と
の
名
残

で
あ
る
。
奴
に
は
、
直
属
の
兵
員
の
ほ

か
、
地
元
の
住
民
が
雇
わ
れ
て
行
列
に
加

わ
っ
て
振
り
を
披
露
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
現
在
も
広
く
各
地
で
奴
行
列
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　明
治
時
代
に
大
名
行
列
は
消
滅
し
た

が
、
そ
の
と
き
の
道
具
一
式
を
神
社
が
引

き
取
っ
た
こ
と
が
多
く
、
「
祭
り
」
と
い

う
形
で
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　一
見
す
る
と
、
ど
れ
も
同
じ
よ
う
な
行

列
だ
が
、
比
べ
て
み
る
と
、
声
や
振
り
方

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
る
。

　町
ご
と
の
歴
史
や
成
り
立
ち
の
違
い
に

よ
り
、
趣
の
異
な
る
奴
行
列
が
、
勇
壮
に

秋
の
西
国
街
道
を
練
り
歩
く
。

　掛け声に合わせて、するどい眼差しで進む大竹
奴。毛槍を投げて渡す姿は大竹だけ。受け渡しが
成功すると沿道から大きな拍手が沸き起こる。
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